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日本の高齢化率

安中市の高齢化率

28.9％

36.9％

超高齢社会

入院患者

平均年齢

82歳

認知症患者 増



認知症者の今後の推移

出典：内閣府 https://www8.cao.go.jp/kourei/whitepaper/w-
2017/html/gaiyou/s1_2_3.html

７人に１人

５人に１人



認知症とは①

一度獲得した認知機能が、

何らかの原因により持続的

に低下し、

日常生活や社会生活に支障を
きたす状態



認知症とは②

脳の疾患によって生じる (老化現象ではない)

記憶、思考、見当識、理解、計算、学習、言語、
判断等多数の高次脳機能障害からなる

脳の神経細胞が変性して認知機能の低下が進む

疾患である



認知症の分類
（代表的な４大認知症）

•神経変性疾患

・アルツハイマー型認知症

・レビー小体型認知症

・前頭側頭型認知症

•脳血管疾患

・血管性認知症

（多発性脳梗塞性認知症）



認知症の割合



認知症の症状

記憶障害

見当識
障害

実行

機能障
害



認知症の症状

中核症状＋周辺症状



記憶障害

抜け落ちる

年相応の物忘れをして
いる場合は
認知症ではなく、
誰にでもある良性健忘

• たんなる物忘れ • 認知症による記憶障害

思い出すことが出来ない
だけでなく体験した事を
全てを忘れでしまうとい
う特徴がある

本人が最初に異変に気づき
一番苦しい思いしていく



時間の見当識障害



場所の見当識障害

ココはどこだっ
け？



人物の見当識障害

この人達は
誰だったか…？

この人は誰だ？

周辺の人達が自分とどんな関係の
人であるかわかりにくくなる。



実行機能障害

電話を
かける

買い物や
料理

掃除や
洗濯

頭の中で計画が立てにくくなり、
日常生活がうまく進みにくくなる

物事を理論的に考えたり
順序立てて考え

状況を把握して行動
思考・判断力の事



理解・判断力の低下

考えて行動する事が難しくなる。

二つ以上の事が重なると上手く処理でき
なくなったり、日常生活での些細な変化
やいつもと違う出来事を理解する事がむ
ずかしくなる。





周辺症状(BPSD)「行動・心理症状」

中核症状を引き起こすことにより、強い不安や
混乱をもたらす。

認知症の方本人の性格や置かれている環境など
の様々な要因が影響することで起こる。



徘徊

中核症状の1つである見当識障害が進行することにより、
外出時に道に迷うことや自宅に帰ってこれないといった状
態に陥ります。その結果、徘徊へと繋がる。

•自宅にいても「ここは自分の家じゃない」と主張し出ていこうとする
•過去に住んでいた家に帰ろうとする
•すでに亡くなっている親族や友人に会いに行こうとする

など・・・。



出典：産経新聞



出典：PRESIDENT



暴力や暴言

脳の神経細胞がダメージを受けることで機能が低
下し、感情をコントロールすることが困難になる。

その結果、周囲の人に対して暴言を吐いたり、暴
力を振るうなどの行為に発展する



妄想

物盗られ妄想

自分で財布や通帳などを置いた場所を忘れてしまい、結果的に
「盗まれた」と周囲の人に疑いの目を向けるようになる。

自分がいじめられたと感じる「被害妄想」

配偶者が浮気をしていると疑う「嫉妬妄想」

『認知症によって、家族などの身近で大切な存在の人との関係が
壊れ維持できなくなるという不安や恐怖、焦りから引き起こされ
る』
ことが多い。



幻覚

•すでに亡くなっている人などの実際に存在しない人
が見える

•対象となるものが全く別のものに見える

•本来の色とは違う色に見える



その事に本人が気づく事で
自信を失い、

外出も避けがちになる。



原因

脳にアミロイドβという特殊なたんぱく質がたまり、
脳細胞が壊れて減っていくことで起こる。
アミロイドβは加齢と共に蓄積されていくので、高
齢者が発症することが多い。
ただ、30～50代の若い人が発症することも
（若年性アルツハイマー型認知症）



出典：群馬大学認知症疾患医療センター



脳梗塞や脳出血、くも膜下出血などによ
り脳血管が損傷したことで発症。

糖尿病や高脂血病、高血圧といった生活
習慣病を持つ人がなりやすい。

ストレスや喫煙も危険因子だといわれて
いる。

脳血管性認知症の原因



危険因子はメタボ

高血圧、高脂血症、肥満、糖尿病などの
メタボリックシンドロームは、

脳血管性認知症だけでなく、アルツハイマー型
認知症においても危険因子



認知症の原因の解明が進んでいる

しかし、

根治的な治療方法はまだ開発できていない



予防が大切


